
新・理科好きな子どもの育成

発表者 A班

・安田 道桜 (川口市立桜町小学校)

・野口 暁史 (秩父市立西小学校)

・淀野 頌二郎(桶川市立東小学校)



テーマ設定理由

・「実生活における事象との関連を図った

授業をしていますか。」という質問に対

して、教師は90％、子どもは70％と差

がある。

・子どもに理科の必要観を知り、新の理科

の面白さや楽しさに気が付いてほしい。



視点

主体的に学ぶことで、新・理科好きな

子どもを育成することができる。

手立て
①子どもの思考の流れを生かした問題解決の
場面を設定する。

②理科の見方・考え方を意図的に働かせる
授業を展開する。



「身近な水溶液の性質を調べよう」（６年）

授業実践１

前時までに５つの水溶液をリトマス

試験紙で判定した。

５つ以外の水溶液も調べたいという

児童の考えを生かし、問題解決の場

面を設定した。



判定方法：むらさきいもパウダーの水溶液

（むらさきキャベツの水溶液の代替）













「水溶液判定実験」（６年）

授業実践２





リトマス紙の判定は
酸性、中性、アルカ
リ性のフローチャー
トも可とした。

②計画した判定実験を適切に行う。

→実際にやってみて判定できなかった場合は

修正して実験することも可とした。







「大地のつくりと変化」（６年）

授業実践３

































「流れる水のはたらき」（５年）

授業実践４



Chromebookを活用して①

・流れる水には

どのようなは

たらきがある

か。



Chromebookを活用して①



Chromebookを活用して②

・実際にここに住んでいた

ら、どんな危険が起こるか。

・洪水を防ぐために、どんな

工夫が考えられるか。



Chromebookを活用して②



Chromebookを活用して②



成果（〇）と課題（△）

〇自分の考えをしっかりともつことができ、児

童の実態を把握することができた。

〇課題設定を工夫したり、友達の考えを見た

りすることで、理科の見方や考え方を意図的

に働かせることができた。

△作業に時間がかかる。



「光の性質」（中学１年）

授業実践５ 中学校の研究授業より

身の回りの器具等を使って、虹を作り出して

みよう。



導入

1⃣光の三原色について知る。

2⃣「虹」の映像を見る。

3⃣虹の構造を知る。

・光の波長によって分散が

起こる。

・色の成分によって光の進み

方が変わる。

(国による違い)



身の回りの器具から考える

・光源 懐中電灯、レーザー

・器具 分光シート、ガラス

水入りペットボトル

CDなど

実験方法

次時

水やガラスなどの物質を通過するときの光の進む道筋の

変化について調べよう



成果（〇）と課題（△）

〇生徒の主体的・対話的な学びが授業の中で

たくさん見られた。理科の見方や考え方が問

題解決の場面で育まれていた。

〇大変意欲的に実験に取り組み、楽しそうに

実験に取り組んでいた。

△実験の準備に時間がかかる。



※コロナ禍前、毎年行っていた児童向けの

体験教室を教師向けに行った。

授業実践６ 夏季研修会より

理科実験
〇音…塩で声紋を見る。〇天気…雲をつく

る。

〇音…バネ電話と巨大な音発生装置

〇空気…マシュマロの膨張と収縮



成果
〇単元の導入において、自分の考えをもち、他の人と考え
を共有してから実験を行うことで、児童の理科の見方や
考え方を育むことができた。

〇実験方法を児童同士で考え、何度も繰り返し行うこと
で、考えることの楽しさや必要観に気づき、主体的に学
習する子どもが増えた。

課題
△実験方法を子どもに考えさせることは、子ど
もの実態把握や安全性の確保、事前準備、授業時数など
配慮すべきことが多い。
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